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工はじめに
わが国では牛は古くから牽引や農耕に使われてきたが， 牛乳の利用はほとんど行われなかった］）.
したがって，わが国で牛乳飲用の慣習が始まったのは，幕末に欧米人に接して以来のことで，ほぽ明
治部：新以後のことと考えて差し支えない．
飲用牛乳は，ヨーロッパで1850年代まで、部市の場末で、行寸つれてきた都市的専業酪農家（urbandairy)zl 
を模倣した搾乳業者によって供給された．搾乳業者は乳牛の飼育，搾乳，牛乳の処理，販売を一つの
事業休で行っていたものをいう．牛乳の飲用は当初，文明開花の飲物として上流階級に，また滋養分
に富んでいるというので、病人や子供に選択的に拡大し次第に一般市民にまで普及したものである．
牛乳需要の増大に支えられて搾乳業者はミルクプラントと専用牧場，牛乳販売店に分化した．乳牛
も専用牧場ばかりでなく， j長家で飼育されるようになった．乳牛の預託地域から農家で搾乳する酪農
地域が現れた．本稿では牛乳の生産・処理・販売に携わる事業体の総体を牛乳産業として取扱う．牛
乳産業の発肢は，牛乳を生産する酪農，牛乳を処理する乳業会社，牛乳の販売店に分化させ，それぞ
れの事業体の専門化をもたらした．
パター，チーズなど乳製！日の力｜！工‘割合の低い日本で、は牛乳の需要地で、ある大都市を中心に牛
乳産業が展開した．大都市で必要な牛乳を酪農家から集める範囲は市乳間または集乳閤と呼ばれる．
柴乳閣は牛乳産業の構成体が有機的関連をもって結ばれているので，牛乳産業の分化・発展過程を考
察するのに好都合である．本稿の iヨ1'.守は東京集乳｜習3）を事例として牛乳産業の分化・発展が地域的に
どのように展開してきたかを解明することにある．つまり，東京集乳！習を手掛かりとして，東京とい
う1地点からレーダーエコーのように具体的酪農地域で牛乳産業がし寸ミに展開したかをみわたすこと
である．換言れすば， ・つの ~qx農地域における牛乳産業ーの展開過程を解明するというよりは，東京集
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手Liz！という J吉原で，酪民地域の j足l)J]，~＠程を考察することに重点が i白かれるといえよう．
京五一〈（／土わが国最大の牛乳の需要地であったのでち東京集乳（在lは比較1'.1ワ卑くから j也J~IL学者の関心を集
めてきた． まず小rn1Jゴは搾乳業がm－出地のすぐ外側に立地するので， 近郊民業の－ ~l!· 11i~ としたo. こ
の考え方は基本的に青J¥Iにも即日；さされた5〕． つt、で，大谷は乳止｜ニI)THJ牧場がI＼来るだけ都市に近接
し主要街道に沿って放射的・同心！引y~移動をくりかえしてきたことを実託的に IJJ］らかにしへ 両者
の説を制j強した．
ブー5-,I昭和に入ると育児や宮坂／）のように明治製菓や森永ミノレクプラントなどの乳業資本に注目し
た研究があらわれたが，集乳l習の実証1'.1句研究は桜子 iこの研究を千~］＇ー たねばならなかった． 市乳JTI:lを目）Ti=Jゴ］
の反映とみた桜井Slは，東京市への牛乳の務出者，移入者二 移入：ti, 1lf市送手段， 1jf命辺経路？？を表示し
ているので本研究に貴重な資料を提供する
I［没後， m辺9), 石原！ 0）により東京集乳l~I がj肉 J!女し易いという牛乳の Jdli~Iのミら，欧米のようなj略JJ!lJ也
j或の｜司心円配置借造1））が認められるという観点で分析された． しかし彼らはi略民地域をそ~＇ 11:JJ也j或と
みたので・mrnv也J或の伺心円情；造のHrf:lに失n交した． 2）も東京集乳i到のjム大を1?2.めながら， D1t5J1出七
計一に依拠したためその範囲を回定するに至らなかった．
等質地域というよりは機能地域と考え，先にフィノレブリックの地域l約機能単位の
考え方！3）を援用し東京集乳！習を酪農協同組合単位で実証的に副i定した＼.j〕．そのためには昨馬県東南
部！ 5）や福島県南部川のような具体的酪農地域での実態解明が不可欠であった．また， fJ1Jl立！7lや千葉
県八千代市の酪農の展開過程lS）を検討した際にも東京集乳｜習との関係をJI(iJlしてきた．
」」 Vc_;K小米寸しIJ;,:¥VJ空間的拡大過程を解明するにあたり 3 全ての地域の実態調五は不可能であった
ので，既存の文献，とくに乳業会社の社史等を参照した．なお二本計jの骨子は， 1975年東京教育大学
に提出した学位論文の第 3主主にあたるので，修正はその後の文献検宗等で切らかになった点をl余き最
小限に屈めた．また，そのーi'l5を英文に転載したこと19）および記載の仁｜コ心が1970年当時現在のもので
あることもおことわりしておく．
J[ 搾乳業の展開と乳牛預託地域
I 1 搾乳業者の族生
おし、て飲用牛乳を販売する搾乳業者が現れたのは， 1870（明治3）年のことである． しか
しそれi以前横浜で、は居留地の外国人を相手に中JII嘉兵衛， ドl司連W<:が日本における搾乳業の1；自矢と
いわれる前回留古とともに牛乳の搾乳・販売を行ってし、たという 20）.横浜太田IUJではじめて民間人相
手に搾乳業を営んだ前13留吉は， 1871年東京芝に移り牧場を開設するとともに，と｜二lfoとして搾乳業の
発展に努めた．
これより先 l年，土族出身の阪JrI 当 II青は，対｛~子橋の御！玩で飼育していた j~jL:j二を払 Fげ，東京麹ll!J で
牛乳の搾取・販売 した21）.また p 「大El本牛乳史jによれば， 1870年これに加え，
吉野~：ti~造など全部で5軒の牛乳j主が存在したという 22>. 1872年には東京の搾乳業者は141jF「となり，麹
IHJ，京矯，下谷，浅草の各区に分布していた．その後，搾乳業者は急速に増加し 1880年には搾乳
所71ケj九乳牛 318DJ'し牛乳J京高 1,775 ~~j を
数えるに去った．
このs1三の搾乳業二者の分イJiをぶしたのが，第
1玄！である ~~~じ乳業 J灼土麹lllJ, ｜｜本航，
；三，本封！！），ー ド谷氏など当li}f：のflj.if J出およ
びそのj河辺に立j出していた． このことは川Yfr
経新以後，イベ家になっていた武家原般の断、が
-··if!~には不IJJTJ されたことを立りえする． ま7こ，
かu支5)1JにみるとJオザL/','t)50:;6以上の搾乳業:ti・
は， 13戸23〕であっ） 'r:','J与えの ）；＇~）.立に分布してい
た． さらに，搾乳業者の平均牛乳販売i訂主25
石に過ぎなかった その後，乳牛頭数は地方I
し絞け－， 1886年には1,196 DJ[, J'1；~乳業者は
136iWI：となった．
当初， J窄乳業者は，｜坂J1当l］・のように士族
出身のfυぅ：多くみられたが，前！：！？留T1Tに代表
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第 1図 東京 rhにおける搾乳業者の分布－1880年ー
されるごとく，千葉県出身者も多かった．と 資料・東京府統計主 (1881年）
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くに， ci1T ~1} fl!~ 3告は千葉県安房~：1~にあった幕前の出向牧場の牧士で，牛の：1rr1mに精通していた． その
後，これら搾乳業者の波紋，牧夫たちが次々独立したことが，搾乳業者を族生させる結果となったの
である．これら搾乳業者のなかには東京出身出1（東京組，近村組〉，千菜県出身者（ F総組，上総組，
］）リト｜主1）に力1え，：！と伊豆IH身ご計 U/r,1司会1，。！？立高jl) および伊豆七丸山身者（大j主主任）が比較的多くお
り， jむJ!<（内に集中していfことし、う 24〕
ところで第 1表は，搾乳所の新設と捺業など搾乳業者の動向を示したものである．明治10年代（18
77～1886）における搾乳業者の浮沈は激しく，乳牛のr可養，搾手L，牛乳の処理・販売
1J~ 工業的に行っていた搾乳来：者の経営は不安定であったことがうかがわれる．これは，乳牛の飼育，
:1r1：到！の技術体系がMi立されていなかったため， L:j二疫ゃ京j~；該などに対ーする乳牛の ：，山丙率が高かったこ
と，搾乳経岱に不明れであったことなどに起悶するものであろう．また，当時牛乳は，高fliであった
ため，文明開化の影響を受けた上流う＇ JI，；治人階級のための者修品であり 7 一般に子供，老人，病人向け
第 l,_J( lyj 治初 JVJにおける東京市の搾乳業者ーの動向－1878～188l~i三一
1;.Y._ 一一九一ー 1878 1879 1880 1881 
1・ ねじ 46戸 43P 38［ヨ 58戸
~j[ i;x. jし 4 33 11 
｝）＇じλ 3 9 13 
メi←入I 46 47 71 69 
資料 京；UH統計百の搾乳人名簿より詐:u
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出2表東京の rls・ :1\1~ )jlj乳牛知数
1885 1889 1895 1900 
区 分l)
j也 i豆 A A ( B) c A (B) c A ( B) c 
麹 IIJ i三 114 176 ( 8) 4 124 ( 7) 15 128 ( 6) 6 
jljl Il ／ 28 46 ( 6) 21 49 ( 5) 35 42 ( 5) 85 
日本橋 ／ 40 30 ( 3) つ 26 ( 3) 46 33 ( 3) 57 
ノ＇1"、 橋 ／ 112 156 ( 13) 25 114 ( 10) 31 135 ( 10) 24 
之 fl 110 214 ( 26) 9 240 ( 23'1 37 296 ( 26) 54 
It！~ ギi II jj 116 ( 17) 19 113 ( 12) 10 134 ( 13) 26 
iミ 1収 fl 33 57 ( 9) 8 75 ( 8) 5 65 ( 6) 3 
l存i 谷 fl 20 66 ( 71 1 36 ( 4) 3 35 ( 4) 7 
）会 『3 70 209 ( 26) 6 271 ( 26) 3 232 ( 20) 11 
小石 JI¥ fl 32 46 ( 15) :) 110 ( 16) ‘〉 116 ( 14) 15 
本 主 II 60 139 ( 16) 5 218 ¥ 14) 28 183 ( 10) 19 
谷 II 44 93 ( 9) 11 109 ( 11) 14 129 ( 11) 25 
浅 草 I/ 58 74 ( 5) 18 85 ( 8) 32 85 ( 7) 48 
オ三 所 I/ 20 40 ( 17) 6 229 ( 20) 19 225 ( 19) 47 
て先 JI! ／ ;:) 39 ( 9) ~） 124 ( 13) 13 220 ( 20) 20 
801 1, 501 (186) 163 1, 923 (180) 296 2, 058 (174) 447 
日 ヲ子rs 26 38 ( 11) 74 ( 10) 7 110 ( 13) 7 
豊多摩 II 2) 6 182 ( 16) 168 ( 20) 1 495 ( 50) 3 
北：＼t;I: j誌 ／ 21 219 ( 22) 2 221 ( 18) 1 618 ( 48) ;:) 
i右足立 II 6 ( 1) 1 5 ( 1) つ 59 ( 4) 
T羽，＿ J→.;tー 只かIi II 16 6 ( 6) 25 ( 5) l 169 ( 22) つ
西多摩 II 4 4 ( 2) 6 ( 2) 17 ( 5) 
t:m 高多摩 113) 13 ( 4) 21 ( 5) ；コ 34 ( 7) 
北多摩 II 1 ( 1) 12 ( 2) 1 18 ( 6) 
73 469 ( 63) つ 532 ( 63) 21 1, 499 (155) 17 
{ ムI 874 1, 970 (249) 165 2,455 (243) 317 3,557 (329) 464 
註 1) A ：乳牛頭数， B：牛乳持取業＇ c：詰売業， D 'l販売業（処im業者）
2) 1885～1895年まで東多摩郡，南豊島msの合計
3) 1920～1925年は八王子市を含む
資料：東京府統計；！？，神奈川県統計百，イ警視庁統計，1干
( j窄乳業者ー）の rn~ 移 1985～1925年
43 
1905 1925 1910 1915 1920 
A (B D) C A (B-D) C A (B-D) C A (B-D) C A (B -D) C 
一（－ 6) 23 
－（一一一）107 
－（一一）123
（】 7) 3 
183 (13-13)103 
87 ( 7 2) 28 
63 ( 4--5) 21 
44 ( 1-1) 10 
70 ( 4-11) 67 
116 ( 5 ) 49
119 ( 5--2) 96 
17 ( 1-4) 33 
29 ( 2-21 60 
106 ( 6-1) 68 
223 (16- 16) 50 
一（－ 6) 41 
－（ー 16)93 
－（一）117 
(- 3) 66 
193 (10-14)115 
21 (21-4) 51 
36 ( 1-3) 26 
24 ( 1-2) 12 
71 ( 4-6) 79 
54 ( 4-33) 43 
99(4 12)134 
- (- 6) 54 
5 ( 2-4) 87 
44 ( 6-8) 91 
317 (12-13) 96 
一（- 4) 26 
- (- 1) 55 
一 ( 2) 64 
- (- 2) 48 
78 ( 5-9) 65 
19 ( 1-5) 37 
(- 3) 24 
- (- 2) 11 
（一一） 38 
35 ( 2-3) 43 
????
??
???
?）?
?
??）
?
??、ー?
?
?
? ?
?
?｛?
??? ?
?
??
?
??
?
?
??｝
?
??
? ｝
?
? ｝
?ー ?
??
??】?ィ
?
? ?
?
?
( 3) 45 
一（一一） 37 
44 ( 4 4) 55 
- (- 1) 33 
－（一一） 23 
37 ( 1-1) 16 
（一一） 41 
12 ( 1-1) 38 
5 ( 1-1) 50 
－（一〕 39
- (- 1) 53 
－（一一） 62 
19 ( 1 1) 36 
(- 6) 13 
－（一一） 66 
－（一一） 48 
－（一） 28 
33 ( 3-3) 72 
－（一一） 30 
一（一一） 38 
?
???
??
??】?
?
??
? ? ｝
?? ?
?
?
??
?
?? ?
?
????
?
?? ? ???
1, 057 (64 -70)841 82 ( 5-15)537 864 (46-130)1, 105 394 (18-44)709 117 ( 8 15)573 
267 (20 -) 10 
1, 557 (99 ) 38 
1,168 (80 -) 39 
98 ( 7 ) -
845 (63 -) 4 
18 ( 6 一）
50 (11 -) 2 
32 ( 7 －）一
593 C4o-38) 44 I 849 (47-49) 14 
1, 928 (119-110) sor1 2, 191 (96-96)118 
i, 2s1 cno-96) 39 I 1, 129 (97-95) 33 
188 (13 一） 15 
1, 393 (86--76) 11 
63 (11 一）－
101 (13 11) 11 
'-13 ( 6-2) 2 
197 (11 -11 ) 7 
1, 489 (80-80) 11 
53 ( 9--9) 
105 (13-13) l 
68 (13 13) 2 
1,094 (48-49) 58 
1,519 (62-61) 93 
3, 598 (63-63) 37 
258 ( 9 9) 7 
1,492 (67-62) 24 
42 ( 7-7) -
123 (10-10) 1 
63 ( 9-9) 1 
1, 330 (60-51) 98 
1, 720 (56-19)125 
1, 478 (72-57) 103 
510 (23-23) 15 
1,661 (75 14) 45 
44 ( 8-8) 2 
103 (11-11) 5 
87 (12 12〕 2
4, o3s (293 -I 93 Is, 590(398-333)212 I 6,681(366-366)186 I 8,169(21s-210)221 I 6,993(317 195)395 
5, 092 (359-70)934 16, 454(444--463)1, 31117,015(324-410)895 I 8,286(283-285)794 I 7,015(322-205)968 
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の一在iの薬J'FJ として f山l~ されたため，その
ったことの一閃であろう
日－ 2 搾乳業の分化一牧tJ;jの移転
されていたことも，搾乳業の絞也’が不安定で、あ
1889年に乳牛鬼1数1,05UIJし 186戸を数えた．その後，多少の変動はあるが，京以の111・ 1 ）~ 
における乳牛頭数2,OOOiff[，搾乳戸政180T)iJ後という HキJlJが約10年間続く（第 2表〉 つまり， J牢乳業
者は18901f.f;fi までに－ J，［~の普及をみ，それ以後は搾乳業者］戸当たりの乳牛山数のJ引力II と f工って現れ
たのである
しかし 1900年発布の牛乳取締規制（内務布令白（D5号〉が施行されるに及ひ＼東京市内で牛乳の~！：＿
Jtf~ ・処JlJI .販売を兼営’していた搾乳業者は1901・1902年二i、速に減少し， 19031！二には乳牛Ii］＇［数，搾乳業
者とも半減した． しカ、も， I本のJ＆主E・i'r, 
せ骨ていた束j；（市予の仁j=i，心？百：にある麹llJ, t'i1 I王i, I！木怖， J;(1fSo) 4 ／乏では， 1903~1三搾乳業：在はi，刊！正となっ
た． このことは搾乳業者の移動を示すとともに牛乳陀業の全階成者であった折口乳業の分仰をな味す
る．つまり，牛乳を生産する近郊の乳牛専用牧場とノド乳の処JU［・販売を行う への分化が生じ
たのである． この牛乳産業における分｛むこ先行して，搾乳業者から牛乳をli'Nり受けて版売するυn1;-yじ業
者（牛乳販売店）が存在した． これはその後部心；：fl~の搾乳業者が牛乳の処J1ll業者に転化することによ
って加速されたと考えられる
ところで， このi時点の牧場の移動は，同一一経J主体における牛乳生活c:;,m11Jの切り離しとして坑Iiした
ので，東京市外における乳牛頭数の増加をもたらした． つまり， 1890年代から1rnt 佐多搾 Clちf'.!:
東多摩郡），北笠島の 3rn~では搾乳業者，乳牛耳i数とも Jf切れの傾向を見せてし、た． しかし 1900 
年代に入ると前記 3msに加え，南PSf!'i!ll.／）でもこの傾向が一府強まった． この 4~llSの乳牛.01＇［~幻土，）＼：］！－
WJ まで6,000～7,000巧＇tf~ を数え，東京市近郊はわが｜主i最大の乳牛飼養地j或であった（第 2 表参 jl日〕
大谷によれば， この頃の牧場は平均4km，東京市から欣射する主要街jこ1こ沿って近郊に放射的移
動をしたという 25). しかし各市犯統計告をir!半間にみると， ?!IJ手1の辻村牧場， 0'1j1;,rの明石牧場，
!Ii奇の村／lij牧場26）など東京から転移した搾乳業者の名前がみいだせる．つまり，京京で搾乳業経営’に失
r＆した後， j出ブ7都市で再J：長をj玄！った一一旗手nが存在したのである． したがって， 当l寺のJ窄乳業告は，乳
牛専用牧呪の近郊へ遠心的務担jばかりでなく，地方都市への飛地的移動も存花したといえよう．
II-3 乳牛の預託制度
!]IT述のごとく地｛iJlの高い古I子l=i-H／＼に立地し季節的変動もある需要に見合う乳品ーを確保し
なくてはならないため，辺、乳牛をil'I接購入する方が存J!牧場で生まれた雌犠を搾乳できるまで育成す
るよりも収益を増加させることになった．なお，ぎ1;1j：の乳牛は分必（：後，約7ヶ月でi；立乳）切に入った．
したがって，乳牛の乾j問4二と債の飼育は，搾乳業者の経常にマイナスの印字去を与えることになった．
そこで搾乳業者は12！己の牧場で生まれたu世相や乾）／t1DLJニをj史家に預託する現象が現れた． これは新たに
乳牛を購入した際おこりうる乳量ゃ主質の低下および病牛による損失を防く
出：1去 }Tj,i{I／二のHL:E先とIiJ'[数一変光舎の場合一
制店 f~「 1:1~ 
Z巧ζ'・ ／ 
r•i:j E 
じ＼＇：久井 I 
ゾ丈
ノj、
Jl 
?????
HT 
???
?
????
ノ、
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キ久H11皮/i）の 3DJ＇！を｛i;む
?f :H 愛光合経営の－－・mより作成
この JJj,il~lliJI立は，乳牛の「島知良射＇~I＆~1連なるものをJ宰み；とを近県の農家に預けて飼育せしめ長して
）文牛となりたる1;1f＝之を市場に出して売却し得たる所{il!j金を予め約束したるう主のJj;{'Jに依りて預ワ人
及茂け人？こ於て分足するなり・・・ 1・Cl己乃有と為さんとな大せ：主l戎牛となりたるとき之を評iflし対手人の
得べきJt；｛；を支払うて引取るなり文他半途病に依り弊死したる場合の如きは両者の損失」27) と（，＼うも
のであった．したがって，この預託：／~IJ！立は搾乳業者と 双方にとって有利に作用したと考えられる
乳牛のrn,;t先は冬でも よりI乏かく，フミ？？
！？司りI~ の [Jl¥J: 下主リ；Lの支l51ms，京京！汗の伊豆七j告などがlEばれた 2Sl，たとえば，
し、た’変光fi'29）の場介のように， rnけ， ＿は1893年内！奈川県鎌倉rnsで始まり，愛1:1, 1~1ct 久井郡へ，
ついで南多摩， m多j学 /\ISおよび山梨県の北抑留／\I)へと拡がり， 1905年以降千~~県の安房，君（Jl の jiljj/ilS
および静岡県の賀茂rnsへと波及した（第 3
この刀1,:-c1w伎は東京ばかりでなく，地方都市でも尖施されてし、た． しかも，
泌乳Jt)Jに乳1二を貸す賃貸牛tliJ互に取って｛ーたわったようである．たとえば，
メi二を所有し
大関々 て‘j主
家から搾乳業者；になった石原牧場は， j度 l'.ミ司~[JIs乙：i
から it1I 二を fl＂士1 り，搾乳する泌乳JUJ に I~！己所有の極H'I二で受精を行った後， i；を乳 j~JJに乳牛を代金ととも
に民家に：；tu11したという 30l_ また，笠！庄村の一－ Jl~家は， ·m·1王子 5 ～ 6TIJ｛の乳牛を所有し泌乳出jに桐生
の！日係H＇~牧場， 1:1:1 ~：、：j牧場ーおよび太田の武藤牧場バこ貸午を行っていた．明治末JU]に始まったこの制度
は， ところにより 1935年ヨミまでわ・＇c~、た
立－4 乳ノi二の Hi正jむj或と京京民乳｜を1-f-i/1 公川県央 rn~の場合一
京五（の搾乳業舌による預託q二のか1Ti'にi7Mを発したいJi:i－~ J 11 県火 rn~は， 1925~1斗／こ j史家飼育の乳牛頭数が
638_(j'[, 1940'if-(1こは3,150lJ(となり，大JIAミJ)から乳牛飼育J白Ji£として大きくj手j二した． しかも，
飼育の乳午DJl数がつねに県全体の 3/4 以上を 1~5 めていた（お 4 表）． その i二， 民家で搾乳する酪民が
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83 
51 
332 
571 
????
???
? ?
784 
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第4表 神奈川県1:j:1央部における農家飼育乳牛頭数（戸数）のrn；移
1925 1930 1935 
おr~ 510 ( 349) 540 472) 947 545) 
1'<!:i ElI ti ！~ 61 ( 27) 114 70) 267 128) 
愛 tm 67 ( 143 118) 178 108) 
638 417) 
〔割 合〕 〔79.6〕〔 72.9〕
全 ノJ！ご，L、 802 ( 572) 1,071 ( 876) 1, 592 ( 893) 
資料 神奈川｜県統計主？
1940 
2,080 (1, 131) 
645 ( 265) 
425 ( 210) 
3, 150 (1, 606) 
〔76.2〕〔 78.1〕
4, 134 (2,057) 
開始されたこの地域で・vt生乳を生E王者のみでは処Jmすることができず，地元乳製品工場に足るか，産
業組合を通じて東京のミノレクプラントへ生乳を直送するようになるのである
この地元乳製品工場は 2つ現れた． と森永製菓子j家紋乳工場である 1918~1三，
自ら牛乳を生産すると同時にヰ11~－1~高部屋村31〕に製酪所を設けて段業したが，同年工場を愛 rp'./l玉川村ー
に移した．また， 1920年工場を平塚駅近くに移し，事業を場詰牛乳の製造販売にj広張した結果，経－，；之
が安定した. 1923年の関東大震災を機に守山乳業のコーヒー牛乳はその戸{f!fを高め， 19295j三鉄道牛乳
を販売していた日本均質牛乳株式会社を吸収合併して，鉄道牛乳における独占的地位を獲得するまで
に成長した32）.これより先，；麦述の東〕~~に：おけ－るミルクプラント I！寺f℃の ／JPH1~ とともに向主iは：芝の仁｜
4二乳株式会社， 日本橋の中央ミノレクプラント， 日の出ミノレクプラントに生乳をトラックで・1:：出し，本
地域が東京集乳闘に編入されることになった．
この間，守iJ乳業は牧場を兼営し自家消費の牛乳生産ばかりでなく，｛憂良1二の導入をj玄iるなどして
神奈川県央部の酪農の発展に大きく貢献した． ーブ工大正中JW煉乳)If〔料を求め， I方に進出した森永
製菓は， 1924'.i'oj三酪農の普及した本地域に平j家工場を設立し煉乳製造を開始した. 193os:1三，森永製菓
が東京ミルクプラントを買収して東京市乳界に進出したのを機に， この地域の生乳がこの工場から北
区滝野J1の森永第2ミルクプラントに送られた．
東京集乳閤への縞入により，飲用牛乳と原料乳の価格差が明確になるにつれ，牛乳の生産者間体が
組織され，市乳販売，および生乳の東京直送にのりだした．たとえば， 1929年中部吾妻村，大磯村の
70戸の酪農家によって組織された二宮牛乳販売購買組合は討!I南地！玄の一般消費者を相手に牛乳の処理
販売に着：手した．また，同年高部屋村ほか10ケ村の酪出家によって組織された相模牛乳販売！府民組合
は， 1930年組合員181名を数え， 2,323イゴのLj二乳生産量のうち 2,183石を東京の森永第 2ミルクプラン
トに送っていた33）.さらに，厚木l!Jの愛Ej]郡吉産組合は1928年より小I.'t1、鉄道を使って東京の京都ミ
ノレクプラントに生乳を送っていたという 34)
このように乳牛の顎託j也j或から良家が自ら牛乳を生！なする酪良地J!x）こ）2,¥tJ乏した；1jミIlVR:Jミj'filは， 19
28年頃より東京集乳i強に編入されることになった． しかも， この地域では「搾乳は1TJ1:11羽詰？を定めて
iヨに数回行い，一定の牛乳慨に納めて主要道路の交差点等に設けられたる1+-1L処迎所に運搬する．契
約会社のトラックは毎日時間を定めて各処理所に到着し牛乳を収納するJというように35ヘ乳牛耳（
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、プ
〈三〉H:\tイj§Jむ J:~t<i'l'J 引！Jffiiからみても 1V7i 手IIのはじめに船出j出 j!J\( ヵ； Jiの友されていたと数からvJ；かりでなく，
ことができる
煉乳業の発達と東京集乳盟
?
?
I i ブ]iiこ：bける：J:J~ 手L ~t の 3L~主安J)},?
a〕女房の場合
徳川とくに，仁1LU：・近世をj邑じて終的された．平安I、lj:代の川
それらの村の(:30ヶj;J-)が；こめられるとともに，と(60ヶi:;nする ~l} 十jI l~1j：代において牧:l;J;）を
この牧J;［）で fD~J:h さ外国から将司Ztこ f'(jf~Jこされた乳ノド l’L名；u百が牧J：として家f,［の行J'lにあたった36)
外国牛の1870T-I克iトー されたが，牧i:1;1Jftv:t, 牛乳から来月！としての（11l-·i1~（）などを製j己していた．れ，
の~w乳業が展開したと考えても ）0] ~；－でな＼..¥ 3il 例主にお1；出していたこれら牧二i今を通じて，
1873~1三の午伎のを1!t(!D入してお行7していたが，の話jJ料q女場となり，後， fil甘i'?,j牧場は?? ??
1878年遠藤IJ家らがこの牧場を1l＋り受けて出向流行で壊滅的打撃を受け・， 24引を主主すのみとなった．
布J!I・に）Jlえ京〕；〔からrl在n1：を砂入するなどして牧場経日’にあたったが，!Tf, 、二＂！／女ti：を設立し，
県が：1ぎ；耳目するところとなる jっす＂＇ 1884~f-W(i＼立した．牧場はーイIN, L'tl:~8 務省の＇Jf;:11r,1;: vこノ＼ったが， 1887~1三
????1889'.ii＇·再び民！日！の出岡市 Pl~＇.株式会社が設立され，アメリカからし力、し，っfこ
の安定を l~l った. I司tlはその後も優良極！j二を碍入して吉正iの改良をは民＇［を陥入するなどし
した38>_して1911年一切をに終止符をうつまで成長したが，i91os1: .n；のかり，
とその雑種が増加設立ごう初から近隣のJ.Hk家に牛を飼育させたので，この会社は，
安房1mはところカ＼も ji~f 方n し fニさらに， },JU；：の搾手l*:Ckiーとの預託fj;ljJ交によりした
によって多くの地J:%に分配された丘陵地市で交通路に忠まれなかっ大都市から離れているうえ，
各地に牛乳を方I!コ1』る小煉乳工場が／：！：＼現することになった7くため，
' t 円「_[_,,,tij 
j海山
守主一宮＇glI 1 
明治駐英）房総阿L；烹京菓子i
f寺子工~~~与し； ！ 
r-一一； ' 
｜叫十一寸
ルピス勝山工場
f毘焦燥手L？斤
予； !lJ 車u詩~？ii
安万；奴手L!4Ji
溶いli,l~i 手し戸号
E寄F有煉干し
極東燦宇し緑山工場実 r：；，；！：~9LF庁
? ? ???】?? ?
? ?? ?? ?
極~：t京 SL ~ Bi:]年口I雫手
森永燦手し三島工場l
?????? 、 ?? ??
? ? ? ? ?
? ? ???? 』 ?’， . 8 ＝エ＝ マヘ句
一一一一一一 波？L二J告
白山町ー 叫ー l主主主総合
各社乳業史等を参照して作成
公民：・ ilノjにおける煉乳会社の系1f/Y
資料：｜二i 本乳業史，安f),i~j刊を 1~1~rc：史，
第2図
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tn 5表 安房， i五万における；煉乳生J!t尚一・・1916;1＂－一
j也 区＼ ぞi 経営 )Iヲ態 資本金 1~~乳~t二Vit~＇ij '.,lfj ノ1二、I 
i長引煉乳 m 11,000!1] 1, 4川町（ 21. 8% 
II 20,000 609, 133 9. 2 
If 合資会社 4,000 170,583 2. 6 
JB; fJl ／ {I司 人 157,005 2. 4 
i設只 ／ If 151, 798 2. 3 
三に j)] U士K、1ξ，百Pλ：、 ／ 株 式会社 75,000 99,822 1. 5 
手lJ見沢 II 1;rn 人 5,000 51,517 0. 8 
Jl ／ ／ 45,540 0. 7 
~｛l 沢 I II 5,000 23, 770 0. 3 
2, 742,255 41. 6 
il Ji 花 m1煉乳所 1司 )¥ 200,000 1, 397, 771 21. 2 
Jニr'"；こー i司 ゴ三 i主i 6, 586, 312 100. 0 
資料 本邦ニ於ケノレ乳製！日lト内製！日I (1919-;F) 
すなわち， 1893i「ー大山村金束に安房煉乳IJT・が， 1894年佐久間村に奥山製酪所が， 1895ilミ古）引にjに石
田煉乳所が，八束村に高橋煉乳所が設立された．これに加え，安房にはお（~ 2 I翠に示したごとく，いく
つかの煉乳工場が存在した．なお，安房；陳手し所は1903ij三磯良煉乳所となった．なかでも，山情；Jaf:fl所
は良質の煉乳を産出して1910ij三丸村におす 1分工場を， I9ll'i'F-vこ勝ILi村に第 2分工場を設立するまで成
長した39). このお（~ 2分工場を民収した藤井長次郎は製京資本進出以前， この煉乳rvT・を安J1Jm－の i1:!~乳
工場に育てた（第5表〉
b）出方の場合
二！と~·：m，静岡県！壬i方~mにおいて安房の出向牧場ーと ）J'i似した役：！；リを県たしたものに元長径牧
牛社があった．元長窪牧牛d:Vi，江FR素六の勧めにより 1872iF-駿東， ~it'i· 二｜二 fiLj ~ll\の士族が設立した牧場
である． この牧場牟は洋種lj二を導入する ヅJ，間成員を東京の前III 臼古のところにy；；~乳技術の見 ~F11 し、 vこ
派遣するなどして牧場経？？？にあたった．当時の紡店牧畜政策のもとで， この牧場は1875:1'1キIJL！ニを含め
55頭飼育するまでに至ったが，ノ［二疫の流行や火災等のm~J:SI で経常 18§難に l\(ij り， 1888ij三頃解散したι10)
この間， この牧牛計二は近隣の搾乳業者に種牛を供給するなどして搾乳業の発展に文献した これら
搾乳業のなかにJiillJ村の搾乳業者鈴木箱街から乳牛および業務 A 切を譲り受け，三日1lilJで搾乳業をIH
業した花)Jc｝］兵羊lニr:.1日比、た エ 111］はノ［二乳の販路拡大に初めたが，牛乳の；~m~ と供給の
性のため，残乳の処浬に困っていた． この剣山1を解決するため， l司氏は1890i！てエl王説i
手した. 1896年わが国最初にnク；切るを導入した結果，棟乳製造が軌道に来った．そこで搾乳n!)!ljであ
った豊牧舎を切離し煉乳業に専門化した
花島；出乳所は乳1二tmJnを民家に初jめるとともに，北海道から優良！／二の導入，アメリカからホルスタ
イン20TIJiを輸入するなどして乳ノi二の改良をはかる三島種牛場を百t、ていた川．また， IJ方のi間決の発
展には地主j百の役割が大きかった. Ei万波林学校，伊豆産馬会社：を創設した仁I大八郎をはじめ， Jヲー
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JlのJ1 r r秋D)J, lh~i rY jの森六日I，広Ifi( ~－などの j虫i：が率先して乳ノドを飼育するとともに，小作人にも
乳ノドを飼育させたのである -12). とくに，仁I大八£！！）， Jl i i秋助は店り刊鼠であった花島氏と縁諮問係
にあった．
このように，花鳥；151~乳 rv1 と j世~t.)i?,i のリーグーシップのもとで日：！万の ！Yo した．その結果，花
j己：l;t;I~乳所の！万（乳供給j自は「三向付近而巳ならずj主く修 ！fr'11=Jむゴ7より仁八戸の出家協同しJ牢乳して大イ二
九i;~ より汽車陥j去をなし或vif'JJJJ＼地方の ~II き汽 Ij(伎を欠ける遠隔Jt!Ivi. .i:lj Tl1：にて）liMし午前七時迄に悉く
m~乳場へ｝；lj活す······JC戸数は約五汗五十戸にして生乳況は立不といえども→・I] I －~，冬季は ~11占ネ－i に上
るJl3J という状況であった．つまり， I方地方では花鳥煉乳所を ll吋沼地設とする機能的~qxJ:J地域が，
j：正に切j 治末JWにおいて形）~之されていたとみることができる
この自首位の発展に支えられた花鳥煉乳所の集乳量は1906~1ゴ.1, 38-H!, J 91'.3~1'-4 ラ 822ll と明大しわが
！主l!'i2:f：の煉乳工場となった. 1916｛引こは花鳥煉乳！すだけで全i誌の1＊乳生j!(j主の21.2%を 1!i~~／］：＼し（第5
夫参照）, I方は安房とともにわが国における二大煉乳生産地j或となった． しカミし，花鳥飼f乳所のこ
のような急、成長の
\iii~保できたことも
は玉Mが指摘するように44)，軍へのか~乳 でちつねに製1W1の大需~先が
ないLj'，ゾミであった．
回－2 製~＇.~資本の進 IL\ と東京朱乳i君！
a) 安｝万一の場合
1916~1"- 9 )'j 房総：煉乳枕式会社がi稜H，玉川煉乳所，
する lことによってi没立されfこ． 7万5f・「CJの向。f-枯J'ltするためJfi'fし 明治製~Iの前身である
；屯日；lili~~ 自己！？？を合併し
ま：JJmsに乱立していた他の煉乳工場を合
子株式会社カゐら融資を受けた．房総煉乳は
WG京 i昭和初期におけーるかR乳工場およひ、：煉乳生1i[1＇.~：］－ 19271F-.-
j出 IZ .{', 科、 f;jムZ；温-lnrフノP交J、f j'f オ：；金 煉乳生産 ~＇.！j 全 mi 比
明治i起草I持iLI.Tlよさ 株式会社 5, oo, oo 1i: 2‘728‘ 13. 1% 
{i'(f[El II 38, 570 0. 2 
主主主 ／ 737ラ 140 3. 5 
4ムー u; I fifal.! II 361. 368 1. 7 
出来煉乳安B~.TJ;t;) 株式会社 1, 500,000 250‘195 1. 2 
iキ｝ (fij 合資会社 50,000 103, 770 0. 5 
FJ 一i干一j 煉 株式会社 50, 000 244, 877 1. 2 
Ei )i I 極京：~乳三品工場 株式会社 1, 500, 000 1, 494‘777 7.2 
京~永煉乳 If 株式会社 1,500, 000 838, 756 4.0 
プノj丈、 Jl I 森永煉乳王子j家工場 株式会社 1,500, 000 150, 201 0. 7 
介氏会 tJ 50, 000 H, 177 0. 1 
：~~ 一ノiJ‘ ,. 、 /j, :1 ,-fl. v、 @I 人 28‘475 0. 1 
株式会社 100, 000 617,276 3. 0 
」f仁＼ ［一I~］ 100. 0 
資料 本JI＼ニ於ケノレ乳~＇V~＇，及 1~：j 1~1~ ，弘（ 1929'rj二）
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:H~ 7 ~／.！： 大・1r1：における安）］｝と1）の乳／｜二月（数CJi数） ~1925~1三一
Jプ’,. 
;.r、
搾乳業計 農家，その的
・’＇.’ F，、ー令 )Jj il) 576 ( 75) 2, 389 (1, 709) 
〔；1;] 〔48.8〕〔 41.9〕 〔91.Lj〕〔 93.1〕
！イi' 、 u,1、－ 1, 179 ( 179) 2, 618 (1, 835) 
！災； ms 37 ( 236 ( 206) 
!Tl )J 83 ( 32) 2.164 (l,613) 
1~7えc 什バ） 、 92 ( 29) 655 ( 595) 
)) ；，ノ二JI 45 ( 36) 
223 79) 3, 100 (2, 450) 
〔；1;. 〔21.9〕〔 31.5〕 〔82.6〕〔 81.（）〕
li(,J ~巴i ゆ 1, 020 ( 251) 3, 753 (3,002) 
? ?
千ー
!Tl 
iJ¥1 
託料・ 1!<I刊！），~・千草り［片方 ， iト1:
その後，桜井煉乳， 1l!{I＼煉手し愛iI i 合 11111J1·111r 出張所，和泉沢；)fk干し情 1·i:;1 煉乳入手の 1:J坊を i没収 ｛~(Jf" し
経討の強化をi玄iった． また、施設の充実と粍バの・；＂！ JIUイヒのため， 1917 ~I '・ !lJ):1 L 1I：場， 1918~1=- -ul~ -u易，
1919Sff1foll i工場を建設し，吸収仔併した能力のほ＼： 、煉乳←［J;jを）ft1・ しーた
この会社は1920年来京荒f株式会社となり， 1924Sf明治製来の；Cl~乳部となった’·15l_ したが ，.） て、後
の1_)]lt1乳業は安房i誌に独1!1'句集乳j世絵を築くことができたのである. 1927~1'·の統 J ~ iによれば，！リjIf/製
菜の 4工場は、全国
菓の工場のf也，
の 18.5 %，安房~＼I~の 86%を 11i めていたのである（釘 6 去）、 IJJJ!f：製
は J]jffr};:j~乳，極京~押し カノレピス）J券jLi l:J易手が行：：（1：したが， liJ 1f必；日立5に政J／又
されずに残ったのは，育児m コナミルクを製造していた手11:/c；；；~の iNd1ITJJ:jのみであった・IG)
このような煉乳業の発展に支えられ， 1925~ ！＇'R)]} ~＼N 1千；＇.fリ，1，の陥民家の93%を1iめるし709戸を抑
し，「［：！万とともにわがf'.;Ejにおける最大級の酪出地域、になっていたのである（第 7友）． し泊、し， 船出
家の一大部分は乳牛 l!]fi程虚しか飼育していなt心lMl~であった． しかも，多数の小煉乳工場ーから小数の
大工場に移行した結果司法上己Hilは2つのブ）＂Tfiから利主主を削減されることになった．つまり，「一ーつは
原料乳の｛il格の決定が工業{!I］の手：1-j1に帰したこと，他は搾乳夫によって辺氏平IJ誌の約 2';lfjを持乳料と
i歪；殻半！として失われるJ＇；）ことになったからである．そのうえ， 160～180名にj辛する搾乳犬は，：件T
場に従属しており，出家での搾乳は33%に過ぎなかった48).
オミ j也j或と京京集乳！剖の m11~：をみると IJJJ/fl JUJの京京で＇ I二疫が流行した1895, 1910~1~ ， ;l¥JiJ(Iを使って安
房から東京への牛乳輸送がt月十品；焼、乳 TVr の ~＇：j矯 j:J{太郎と不！ JI··米政によって試みられたが， jとくはb
かつた 束万一｝：への継統！！ド＇Jl;s: 生手L輸送 v土， 1920{1三カ、らで、ある．この ~17－万？総；Cl~乳が行 :JI：米1；；主 ·19 ）の 1111 介で，
生乳をl3):11 :r:i安Jカ込らLI二手L工iJ:J+lf可了1：で束］；：の1l手L処耳H業者， l'J場浅次n!Si:ょどに輸送ーした50). それ以後，
された生乳の京J;i：へのU＼刊行i；：はiJJ!h主主主と極京放乳を合わせ 1112o:rirWI＆でJうったが，
19261f.明治製 ！＇.；＇~ の両国！二場の I)市交とともにJfりどした s1J. IJJJllι1~U~は ill;jJ'.E! J':JJ）の開設に先史って， 1923
年「節iL i，勝山fij工i坊のflで業をrj1 JI：して，その設N!iY:rmを出Eiに移し沌Ei工場を充尖すると同時に
JI灼li工場は安房勝1Jl ！~J\Tlliに移 if去し東京のiii乳 Jr；~＊： I 乳の供給作業に IJ／合、する」と ＼： 、う決定を下してい
51 
たのである 52).
このような私的・組、充によって1927~I'. ¥1 I l,1j：の明治製足の~··・ Iの民乳：1＇：：：土、勝 i1 J：場27イi, f1Hli1工場
受乳ma:19ケJVfに及び，＇t乳をか；mノド乳として！販売するのに必要な共同搾乳I'Vfの数は 189ケ所に注し
ていた 53). したがって，夫副部には搾乳夫という：1xm~~~~li:の形態が残存しつつも 1 京 ］｝ ij：乳問への編
入によりjJ;¥Z(J§(J'J的出jむJ1占カリrJhX:されていたとみなすことができる
b) I万の:l£){:t
1917~ ／＇－花 Kh煉乳所は三 ）I：系資本のもとで札1/J1(12# 1 L Jy／・ と介併してできたJiv.m J:t :FL株式会社の三島工場
となった．また， l百j11ゴ II 木 f~［乳が%＇1iJ! ~：， j· tこ ）~~乳［ J弘吉；役立したがラ この 1）£）は f'-UdSJ~乳の三品：！）坊と
なった． このように山万においても’友D}と同級， 1I 1央資本が入りた乳Jlf!1i誌の
(:U934~1＇牟合併ーして昨日II煉乳i先式会社となった． そのIt；~， I i本政乳のj:i¥UJ 
機能変化をしたが，昭和煉乳（j1yj_京煉乳〉の三H!j工場（／土，その後森ノ）く三）)i15煉乳、
を行ったが，両工場
~·~：の製~·~工場に
と
そのz，を及、えた5.l). つまり， IJ) /fl製茶が宏司でH;1i日rドJJ白 {l'.1：を築いたように、森ノ）く｛主~ilrはII17JW＼で、その
j白｛立を｛！在侭することができたのである．
しかし Tlif)ilのごとく化，1t:.'1煉乳とともに歩んできたこのJUIJ或の船山氏のなかには＇ :J5j［乳）y／・の
が1j1火の人のlデ’1，，によ，；｝したことを快く .1t1,;;1つなかった人々がし、た．そこで、 1926~1'- 6 FJ仁田大八郎， JI!
I ！？北l)Jなどを中心に/JI万i＼手｜！？を範！Iiにfjl・Q：市12（販売！科目組合が設＿i'lされた このJilt業組合は，
のJi"JyIヌ：／LIlJ vこミルクプラントを設立し生産者1:ら でのノ／ ··:fl の処Jlj~ .収，jどに染 I)/1した也ノi干し
：之、 JJL 千i ：の fJ11J~Tim鉄道の大場1.§J\n vこil"'：泊、れた受乳）？？から
t}f;J比のミルクプラントに愉，；l；された．そこで女！日！lされた飲rnt
よって同線およひ＇.}j~(iI]: ）革新（経 EIJ で
「~：：＿，！~frIi二三IIの名で11ヶ所のi仮子E
），！；を,1五じ点3;1:1¥il亡に供給された．り！IJ市）m：：業主H合の .W~;i: _;fi U＼によってiH万の階段民（土 1チI・ 7践で煉
乳工場に日Jこられていた＇ I二乳を］ブ1・25践で版7どできるようになったという 55)
:J5j［乳 n;rn としてのつ：乳は民家で11i~乳されていたが，それをそのまま fiJ：）有ノド乳に／~i］けることは禁じら
れていた 共同J窄乳所でJ窄乳された牛乳は， された，いjっ：ヲJるi/I{lTI I十字uこ対し，
乙Hi＇！子Lにれf、J-けされ， f次m11：乳としてのr!J"販がl認可されたのである． したがって，乳牛 3,000D討をJm
する 1万地方（釘 7J｛参照）では，東京へのfj・乳愉j去に先立ち， Jt同伴手LIV／・がほぼif沼ごとに設置され
た この共同3"}G-!LT91は， Wtr’j[(J¥j 1~（＼ ［~ J出J)'j(の観点に立てば，今日の出法民手LT91-にHI'Liするものといえる．
以上のように、 ＇li:J)｝においては煉乳会よ！－：が， IJ！ブJにおいては(JIEl fi: P0~ JVj ・/L: l.i:' i有利用組合が生乳を京
ることによって1920年代後干の、ら本｛引iワに｝：！.［; （先乳［習にtin¥Aされて行った また， このごJ：煉
手L~l~1J( J白域とも京；；~ ！，！：乳 IZ~！への＊liil 入の象徴として共同伴乳rv；が ii~法ごとに設i?1＇され， j：、j 々に新た
似を Hけ IJll えるとともに，そ；hが i設！Jtl川！抗 J~1J色 J~:X の 1主本 1YJ1!1W1'1サ施設とな...）たのである．
JV ミjしケプラントの展開と東京集乳圏
IV -1 ミルクプラントの，r先立
1925~1-ll)J~U;(rlil心こ供給していた欣JIJ1：乳の不n'Ji：刊：がおきた． トわ（タる「本入h.11子LJ「志川
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森ノk Jsk 1L一一一一『『
JkJ；＇.；ミルクプラント一一一 __Jl 
次長Iミルクプラントー一一一一」
J山本？？
lJ if; 1＇~ ~·~ 
t交純 'I il 
－！ι1f1 1': Jぬ
がか ~（ 'i il 
情／Tlミ／ιクプラント
；十i：ミルクプラント
れi江沢 lミ）［，.クプラント
・1マIミルクフ肝ラント
{!i ノI 4!,: J持
l:J,( )If 'I :fl 1,; 
i[I!_ /I 1'£ J,) 
;j仁＞1! ;.; 
r.:j T :n 
いろ｛土牧 fめ
仁 Ji! ;.-
i'.Hl.Jミルクプラント
1五由主ミルクブ‘ラント
~t ；主 ：＇'i ミルクプラント
ノL二！:CJこミノレクフ‘ラント
武蔵役場
[>lb 」三？？
'Iニ込 lJ'!n ;.,
松戸；］ミルクプラント
ij i央ミルクプラント
ノj、 5i~ ミルクフ。ラント
主此！とミルクフ勾ラント
武j注好ミルクプラント
!l{i手iミノレクフcラント
キングミルクプラント
！！耳ヰ~ ・ir 
R主谷ミノレクフeラント
｜詰j li ヰ＇ 1,; 
おミ Jレクフ弓ラント
小児ベマL
;Jt Eミ子？
；工京北 frミ？？
八王子ミルクブ勺ラント
・i'主l；ミルクフeラント
i切手L-;'.7ミルクプラント
1 iX ヰ、 J,i;
｛奈川ミルクフ。ラント
受光〈守
二：!fミルクプラント
J刊文fr;ミルクプラント
泰子合ミルクプラント
ホーム・ 7ー り一
三ilJflもミルクフ。ラント
三jLJjoミルタフ。ラント
興牧？？
大frミルクプラント
山J!.iミ／レクフつラント
}j[jfミルクプラント
fl C) IJ＇，ミ／レクフ。ラント
五~nミミルクプラント
；~ミルクフラント
ネ中i汀ミルクプラント
〕ft光ミルクプラント一一
筏l!;fミルクプラント一一回一
第3図 ミルクプラントの杭）ft ｛~
が，j,ilた
lJ J ;(;i'L )13 
判 1'I fl 
ドi/Jil(H()
~（ ＼；＜イ；－1,;J
di、：Jl(j1：、）
.¥fl ;.:n %： オ［；／、’l・fl・i'L
（株） ,n,l~ •'n 
1央ミルクフ内ラント
止と；；リ与し.1'I干し（十~~）
f:fH：日本乳主ゾミ， 日本乳業の皮切け』， れH乳業リミ咋を参！旬、して（／C:）；見
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ノド乳Jが新聞をj困じてr:u題化されたのである． このtJHI：で多数の搾乳業者が当 11仇 :r1~r生業務を官’1！~lf し
ていた許，(Jlh：によって検挙され， Tf合の改造や牧場の移転を迫られた． このIJ¥:{!j：は搾乳業者にミノレク
プラントの設立を必引のものとした1ヲ27::F9 flの「4二乳取締規則の改正＿j( ~·守説庁令第44号）を手ii ：！：！~ さ
せたのである 56)
ミルクプラントの設：；＇z:vtl1·-nの処J!Jl ブj"{l~ カ、、 ら紅白JI；殺菌へ1引け』ることをぶすと！日Jl,'Hこ，
牛乳処］11[場と 11 二乳を生産する牧場との徹氏！？句な分：~ft を意味した． ミルクプラントの設 1'7~vこは低ti！＼殺菌
j授の設 ！1小主はじめ多似の資本が必~とされたため， この1,'j:，＇、
化する郁I一hi♂ド＇-JI/i＇：業vH在Jl1土， あるし、十土泊、つてのj坂うg己l玄j或を生命カ、した午手uりtFJ主J,i＂；へと i：；」；「したJ句dド乳栄：｛；が多
去文に i；つたと考－えられる
かくて， 1928～19291ドに ムぐC‘ のミルクプラント l;L 68工場を数えた（第 31玄l). この
牛乳処］！日業者のなかには， ijJ] 治初J[JJから搾乳業のf~統をもっ1先式会社阪川 1i··:tLTi1f, :IE光ミルクプラン
ト， li寸付記J;lj, ミルクプラント，愛光合ーなどの老N1fiも多数存在したが，明 森永煉乳
などの人 プラントも合まれていた．その後， これらのミルクプラントのなかには廃業するも
の，興支牛乳， iI I火ミノレクプラント， ],j~J；円以証牛乳などと合併するもの，および市乳部riJ に進出した
明治製Jf， 森永：／；！￥乳に買収されたもの，その傘下に入るもの等がみられた（招 3図参JW.
その結果は各ミノレクプラントの牛乳Ii｝抜高の差となってあらわれた．すなわち， ms表に示したご
とく， 1935:ij司IH去のミルクプラントのうちりj とその傘下の朝日午乳， ι 、，てコ
よび販売店数において上位を占めていることは，近郊の乳牛専用牧場に依存する搾乳業系；！？のミノレク
プラントに対し J1t1：、j に Th乳 JI;［~，，－，今を求めたこ大乳業会社の有利1~1：.を示しているといえる． しかし阪
JI i牛乳），I；，キング， iI 
現在と比較すれば，遜色なかったことがうかがわれる．なお，前述の展企業組合の
をぶしていた．
第 8去 三iニ＇,lfミノレクプラントの牛乳取扱高と版売！ι数
も健闘
Jl;[ 31: ;;1~ l!1 牛乳取抜高（石ICl) 
ミノレクプラント名 経治形態
1933jドll 1934'rF2i 1937jTニ3J
A IJ 、｛、，i', 、 i~~ 式会社 138 60～52 97 
B 1j1；）とミノレクプラント ?L 人五日市長 254 57～40 72 
c 4オィこ、 ガ〈 乳 iA：：式会む； 138 50~42 86 
D i:uJ I 株式会社 44 70 
E i坂 Jl 株式会社 13 18～15 つ？
F 担i 日 ＆三 w~ ノ＼ 7 16～15 52 
G 4ユンク・ミノレクブ内ラント 仁｜！合組合 ？ 14～12 58 
日ノJ' ／！日し ノl 1A；式会主！： 16 13～11 13 
J,k ほ式会社 29 15～1 0 16 
J 産業組合 11 6～ 5 10 
rt fl : i) a11~ 
2) 7~＇.＇ J反陪出］ (1036）：「 i'ti~Pi：経iffj也 J1日 J 231 
3) lj二乳 ~1r1rn?J~ (1937）：全国ミノレクプラント ·－ ·Ti~＜ より
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第4図 1935,,T＇－の京京集乳 Irヨ
資料：桜井（1943）論文のお5去， j-i1J (1934) 
の巻末r-t録乳業者名鐙等により作成
N---2 戦i1Jの:WU；〔集乳！をi
~，~ 41玄j は以－ Jhl(i1日文のむ（~ 5 および
などに「）＼JI の乳業品名
ぷづき， 1935~ドの来店応手LI在！をノJ ；したも
のである．そ).-1 によると， ~U；＼立：乳！在iは
j三きく 2つに分（r）』られる つまり’占1)｜ ]" 
j丘交j）のJY
次（jI~給i在！と~：交i：の山；三〈の 11 －－乳に frく：台令す目る
江，~ 2次（j~示（t ／干；！で、 Aうる m T 
のミルクプラントとあIiびつき， f走行はl]IJ"
述の安）］｝, Iブ；－， r.111:i~ J1 n火；：rnに
れるごとく，~~乳…•［ J謁ある L，、
?
/>-1- 
をj邑じ， l}JJ 治，；lZJ~ 永のミノレクプラントや
搾乳業系1i"l1fの大ミノレクプラントおよび店
業組合のミルクプラントにII~乳を供給し
ていたのである
ミルクプラントの設立をj授にl閉店｛／こw
「引ヒした搾乳業系日？の牧場は「東京市域外あるし、は他店~ Iごへも砂if~リし，その放射的移動の－；IZJ!:J)Jilて〔離は
8kmで，その長大なるものは旧東京市ょう 35km隔たっていたJ59）という．そのキi＿！，＼七 点J;1:1間交J）にお
いては小児牛乳ー｜奴川午乳，北民主1~，森永牛乳， IJ］治＇I二乳がそれぞれ二！と多Jlf'nJ）小；I刊にL 下政j、jf.]11, 
向給 EH. 久間米村，武蔵JJ~ などに特別牛乳をpじする大牧場を訂して L 、た． ブT. ~~京京郊では liiJIL 
に牧場が集1j:iしてL、た．なかでも， ii川市の菅野， m-s1分，北方および船出合iiの政JI;(, －＇二i1, 
~：［131こなどの集活に集中していた． これらの持法は千葉街道，仁！1L1fJf:JB: ~~~：に ｛｛ {l 、交通に）どまれ，かつ台
j也から谷（／1:j王iに変わる綬傾斜地が多かったことが，広大な牧場の
に， J奇玉県の
在でもi文[I街道に；沿う八千代司7にはJlH'&Goi, i二代， F火当L秋広なと、、の広大な牧場がみられるGl l. さら
していたからであろう. JI 
flj :i：：川県の＋t1浜周辺などの専業断出家の牧場が東京のミノレクプラント vこ
牛乳を供給していた．
j攻して， 工；｝：三毛 l雪出 JJ~ 言、zの 4女 j易とミ／レクフ。ラン i、 v土庁1；.心より：30km I在ii人jで、＊i'
と煉乳工）湯；および注業主H合がそのj白j或で、／一 itされたノ！二乳をバ：）；（へ移l:L＼す』る（I:[l~i］があつた．煉乳 ［ JJ;j と
しては前述の明治製楽勝1-Li工場予極東煉乳IJ長山工場ちエJ!.J涙の午r1 ~「~；k·J球手L'F J米：1）£］があった．
ブy，産業組合系のものとしては，京五てに組合HI＇！立のミルクプラントを設立した前述の 1Jl日市Pl'iJ!V:完
購買手um組合に力！！え，厚木の愛「1J 1l15市政組合，八：i：子の市j多j宇牛乳販売Pb):'fl初介， T]ij情iIのH下川県ノ｜二
乳販売Hl；買利用組合 HD木lllTの栃i1tfrt'沿1反光jljlj：主｛キ lj ）目指I_ イ干片手が有：ヂr~ し fこ
このうち， 1927年設立1W.可され， 1934{1三の組合員数246ぞl，日1－千f:tl-1－数850DJ'lを数えた市多！宇/ilVI子L
JYJ うそ jl持；ミ組合をみると日l~ll'!J 搾乳JYI－：二一的所に所属する組合員 を規加のji,1J'I日J5主に全部手；fJ宇
;)O 
けi？；~乳をなし， j'flづLJY1-1·~ff：に於いて衡 l1'1:1 ；己 11出し， 了後J:.1壬は各所属共同処m11vrにJ般乳し処理
所主任は！J：＿乳H~fドを行L 、作業終了すれば1I 1央処理u.所より朱乳用 1:i助JV2 Iそ？を以って先乳し 1j火処Jfl
mに}J守L、ては Jf政）｜守に 1v~乳後生乳J:'.:i~fl' をなしおL17l' fJJil〔伐にて各販売先へj去注するjG2）という状況で
あった．つまり，乳ノ1 －－の Tl'Lil地域力、ら船出の始まった ViJ 多 j辛 rn~では，八王子の事務所で Iii乳事業にも
し ili!d；の（.lj:1刈I~i~火 if!~ と Jti]+J{, 1幾 li~i'i力指名 Ji:J:Jむ J!JX を J!3JR：していたのである． しかも，組合員一」／＼
、 I~ たりの乳牛込UJY: も 3 則強に上 I），安D；トヤ 111 万の 1~~乳地域よりも飼育)J~肢が大であった
これまで，京五江Ii外から流入していた／十字しを下出、かりに及。目立；乳iを｜の段＋1iをみてきたが， ここで京
京市 ，），J のノド乳p（；誌の状況を 1v~ ：： .J しよう. ~u;r:i1了j ＆土1931{I¥ 従来の151メ：の1~~ J~1: diから現千五の！三日I~vこ相
、！うする大京1;c1 Iiとなった． この 1fi以拡大にrri~ し，許視庁は19301［二一月I~il iif-1il1i および hi~市街生の見地か
ら， ii街地建築iL迎HJ広域に牧j坊の設 ii'/1~ を禁止した． したがって，乳午専用牧場は， この適用区域か
ら除外された地域， とくにI I千歳村， fo1i+;J-，亦J刻：t{JI-興村， m:1u: +;J-, 1l1:il H－，京社；；lf.1:t水元村＼
）］巨木j：、J, Jli ｛工1'J＇；~~に了LJ世することになった． このことは，得視庁統：;iー によりある程！交昨認できる．す
なわち， 1935~1 ＇－の京；；y 「n1什の牛乳搾l[z場（牧場）数は，板橋氏，足立［＿！~千住，域京区砂ll!J をはじめ，
渋谷沢代々木，｜立I谷1:<:, [] ,1,1、~Ix~ ， J：.：森氏， 江戸川区小｛:i.~J 11 署管； 1J~ に集中してし、た（第 5 図）
の京京市内の牧場における平均乳午飼育引数は26DJ[であり，（Jljr:Jj の豆腐粕，ノj、豆半i~l，野菜の残持等を
飼料とする「1:1~1 ~q存 J および債を生んだばかりの泌乳 11二を ll1WA して 16～26 ヶ rJ [i,¥J搾乳し続けた後，
第5国 :iO;(ili におけるミルクプラントたよび牧場の分~｛ri-1935午一
f H ？可視庁統，：1-,1:' i山，＼Jjc107o) . r・ 1:本乳業の夜iりjけJ等を参j出して作成
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に送る「一一J13窄り」としづ経常形態がとられた．一方？ ミルクプラントはIDIi F1~ とその隣接rmに多く
し郊外の牛乳処理二［:Jt）は廃止される｛邸内があった
rv-:3 戦n寺下の全：業合同
1938年のIJ<I家総動員法の公イJiで大京Il〔戦争の戦時色は波くなり， l9391f の！！日 J＿＇. ~1iN;j ~＼1f 法の公布でつ子し
産業も統制されることになった．その：n:()'!z(!ZJなあらわれが， 業の地域ブ iコック別企業介同であ
る．すなわち， n設l}j下の余tfミ合同は， 7Fi1吊.f)l勢1奇j由民6：＼）やR1if'P：.コペ1i',jJil l>Z~ ばかりでなく，大計1;ili:IE
五てにおいても進行したのである
企業合同は一般にCl rで現れるものであるが， ij技I与一卜の統1i;IJ約七引こよって強化さ
れる場合がある. l(U] E二l11二乳， ~lJJ'.J〔合， i1:火ミルクプラント，京五1；保1:-n：ノ1・:PLの企業合同はT]if者の例であ
るが， 1937~1三 2 月初 1=111二手u先式会社と極京煉乳1~~式会一n.が台 1J[ー してできた一点京市 後五の
先駆である．戦ll}j~先 1j;lj による本出 i'Iせな企業介 i司は 19401f. 3 Flに成立した京京合同ij乳株式会社であ
る この会社は明治i}¥iil~ を仁11 ，心に京；；n行乳株式会主！二 1~；式会社阪 JII 1 I：乳； 1；，三j：γ［子L,:i¥;1＇；主Jjυ払池
田牧場，北m.合一，八王子，いろは，七五：合， 1'ヲ場，際1！札二It!長会ミルクプラントの1:vn：業体が現物il1i 
資で参filiして設立されたものである（第 3~］参！！の
さらに法林省の勧告で， この束京合｜可 m·乳を 1[1心に sr;.j~ ノ）く乳ヨ1 g~J 立牛乳，京店f~~1l"il:1 十一乳， 1 l央ミル
クプラントなど 18会社の現物出資によって 1942~！三 10 月京；；~乳：；R1先式会主j；が資本金 600 フJl1J で設立さ
れた6-D＿この乳業会社はう 1944年東京牛乳・乳製1i1統計l株式会社となるが，戦後の1947j¥Cl写び県立乳
業株式会社に戻った． しかし 1948～1949年森永乳業.wn午乳，京）訂以1iE'I：乳などの乳業会社が，
この会社から脱退して独立するに及ひ：＂ 1949ji二解似した
この戦時統1¥!jは前述のごとく現物LU資であったが、明白なとがfj·われたため 1~1H1乳業など出村に＼＼1
乳原料を求めていた大プラントに有利に作HJした． しかし rli乳）｝］Cr/を椛伝できた右干のプラントを
i徐き，明治jUJからの長い伝統を持つ多くのミノレクプラントは，牛乳販売；；1；に転 ，~，］ するか，廃業をやむ
なきに壬った．つまり，戦時統制において市乳部1］における明？fl, ~~永という製.Q＇［資本の指導i'f;JJU!. （立
が (i'~：立され，戦後， ／iI;J乳業会社の広範な発展が約束されたのである
一方， ミルクプラントと結びつき東京新市j或内で大きな土地をJ守たずに 1-*1'111~0Jゃ 1 ・JjiJ:j窄りJを
行っていた搾乳業系譜の牧場は， l(tJ(l:)f統f!;ljl子で手ド［二の飼料が1MI挺されたため，能楽に迫られたとい
う 65 ）. つまり，人間とある程度競合する家三？のお刊＋は，食：J'Utの ~hl;di} とともに背l)fljでの乳牛の飼育を民
村部より四難にさせたのであろう．地方都市ではこのような搾乳業系詳の牧場の乳1－.が民家に議波さ
れ，戦後の部民の発展に効果的であったが，京］；｝；では大 rn~分の手L1 ・ー が宿場にjさられたという
戦jJ;if：統制によって統制j会社は1・－乳から J~~;j~j· 斉IJ の原れとなるカゼイン 。〉製
、られた． しかも， この正！二乳J1l'.，：業の統；j;IJ会；ゴI一A
:1三当IJミ？と比ベるとミ告：しく結づ、されさAるをえなカ、つた． さらに，戦｜！？下の1lH乏生川で牛乳そのものの消
費量が減少したことも京芸（集乳i認を縮小させた一闘であろう
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v 戦後における酪農の発展と東京集乳圏の拡大
V-1 戦後における陥没の発展
ij没後におけーる民地改 ,i111~ および民主：！す！休などの 1iti·~l11l；·＿は， 01¥Til"におけ』る食生／1fiの欧風化とHIまってJ.l!J:
+:JvこT-YiPi'tiJ1言明！の立欲をlnl]Qしだした．出家で乳1：を飼育し，搾乳するi当iH'H::tWィパモp；の一部11としてJ]:
+・Jに広範に il"：及して行ったのである．つまり， 1940年27,194引であった関山地万の乳！［・・ （このうち，
出家fi1iJY了im数11,533;JJ'l) は， i故I、IJ:I 1~1 ・終戦直後に減少したが， 1950千円こは42,202.0J［にまでよ自民iした
また， 1947~r出来協同組合法の公布とともに1948～1949年に力、けて，かつての搾乳1l｛：業組合を 1[·1 核と
して i時民業協同店IL合が各地に組織されて行った．これら J~ll:業団体の充実の背景にほぼJ1u;tu~n間に相
当すーる ／）~u.JU位ブJの乳 11・-im愛知土， 問fiflo'~ ブームの jlミとし、 jっhた 1953~1三 vこは69, 460!JJL 1955~1三に l土 98, 140IJ'[ 
と2、述にJfリけした
195411一三J:.乳の生産過剰にともなう乳flj値下げを機に，同年 6月間存出振興！？去が公布された． この法制
の II良「！の宇つは，酪炭を振興させる朱約酪民地域を設け，その J也 j或 1J~ の 1j.{'._Ti「jfoiJとしまた
1 ·乳取引を文書契約（／こ~占づくことにしたことである．！芸j京地方では 1955～ 1958年の！日jに那須1J1麓，八
作I.i麓， l]IJ1光，）j:f1l，二十Jrfl，利H~ ・ d{ I，様名Lil麓，亦J]，£山慌の 8ヶ；？？が朱約酪辺地域に指定され
ずこ． 3ミ約自主役j出M~vこ Jn；とさ；{l，ると， そのj世j或内の し手L1二の
かれ，自作伎の発肢が促進されることになった つまり、関山地方の乳
65年の25.1 )J頑とぷ：ゴミにi持力Iし続けたのである
日；9去 とlr"il;l~l1 ）へのお［＼県日l]':L_乳穆 U\jj）：の Jli:f多
ノ
J1;[ 1955 1960 1965 1970 
立〔 4, 633 4, 756 9, 566 16,505 
i』＇lj 5i二: JI! 13, 576 22, 450 22,488 27, 730 
千 Z一~‘＇.ご－ ‘ 28 605 61, 871 78, 988 112, 520 
27, 510 37 690 80, 524 96, 632 
i ’ !.i0 じl,735 37 520 79,448 135, 388 
j巧 パく 5, 854 16, 179 G3、871 72, 607 
行万人、 :17主 1, 935 13, 719 46, 502 84, 783 
i'fi j/7,] 2, 918 2, 551 2, 445 2, 6G3 
l!f 3,683 7,461 5, 390 26 846 
1J1 ；二~リ、こ 935 2, 998 5, 196 7, 523 
ti!¥ 908 8, 157 7,494 18, 347 
e一，＇＿邑1！ ， :b1t 1,061 2, 870 11, 352 
.:r 85 578 15 5, 641 
11 JIヲ 743 389 
；：」- の ｛也 698 60 
105, 377 217, 914 405, 495 618, 986 
金ーなど各磁の融資の使が／JFJ
1960ij三の14. 7J-DJ[, 19 
1975 1980 
81, 581 149, 713 
34, 972 8, 365 
133, 680 129, 517 
121, 388 121,422 
158,890 191, 911 
97, 811 121, 829 
101, 224 92, 554 
2 112 1,607 
18 828 11, 828 
5 028 G,410 
20, 333 57, 080 
27ヲ399 26, 259 
40 955 55, 812 
12,538 25, 989 
21, 729 29, 590 
878, 468 1, 029,866 
,it1）.京J(I j J乳工場の立地する].j()j(, t'i1 奈川， J~：i王，千葉の各都県を合む範Ul1 である
資料： Jl~H:11--1~九； I iUi.J:fUfi : ~I：二手し fiJ<JTJ ！＼二手し 手Lii1~n，の ~I ：詫 if'j;1±；：ニ［＂／lする統計ー による
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・・)J, 関東j一世方の酪出家戸数は 196l~fvニピーク し以後減少傾向をぶした．つまり，
民家において手L1i・t'ml1Jを切り抗てる出家と乳牛fit，］子？をil1·L'\1こ w：える多~Jifli'時lL~家への分f刊が生じたの
である． なお， i郎氏家数のピーク Ii与が京店、日1; (1957~1'·), 01ii:i~川・千生保 (1960{1~ ）， J'i.Y.:.Ur~ (1961 
jl三），昨馬県 (1963ji三），栃木・茨JJH，~ (1965{1つとし、う Jl~jJ）＜でmれたことは，多出方刊行）~~ の（ばil(iJ iJ ~ 打I\
iii 化および民主立の（l/ll'j 化の j文台を jえ｜映したものであるといえる．また，~！ti共J~kのピーク 11,'j が回れたこ
とに，北1;y~JJ,j~ に集 1I 1 してい 7こ朱約 l~f\J!l J山 J~点 J日戸の効民があらわれ， i館山の if(/.1；が；jヒ！兵JJ,j~vこJ穿ってきた
ことを志味するものであろう
そのことは，首都問への郎県J.Wt二乳酪/J¥l註の推移をみても UJJらかである（日 9｝~）. な：h:i, ここで
いう）、＼til;I在｜とは，点knJ!j二手Lを史l沼！す－るnj乳コ：j必カ：S1:
す－るので、， この 01\Yil，の生手L1＇多／Jjj]'1：ーは ~l~ 然低くなるのであるが， 1955:;1三には千j~ ， J'i.u,:, nr .1:1~ ， r.1J ~rn 1 
ljf~ の Jlln で，）十J!珂京にIf(/.1~ があり， TJIT ）主の JIJ万を合む j1(f1l;Yij リ I~ も s~過ごせな＼：＼ Jむ位にあった． この似j(rは
1960j'.l:}'.:iまで続くが， 1970午になると群馬， 千 ~·s, J守主，氏JJ｝，栃木のJI~~ となり，全体的に北開店，
京北のj出f、！とが高くなってきた． この酪出の二lt3庄の（lf[f(:1］は，現在のように波1/fiijflのr・:iIJfiB，市；2託公法の
発生という状況ドでは，一！日促進されるものと考えられる
V-2 乳業施設の弘充
a) IH乳工場の設立
戦後，食生活の欧｝武化に支えられた牛乳~；，~：裂の J\YI大は？乳業会社に 1h乳 i'ilWJ を強化させる大きな攻守
闘となった．明治乳業66）は統治iJ解除後の］950jf f:ljJ主］， 鳥1J1，八TT, f戸JIUι；を：pJ.!HJしている． こ
のフち， u土 i王！谷 l:X~ 了·1： 立 l芯山にあつた烏山工J:J;j に l持~t していた［仮 Jll'I 二乳の ~1I 
52王F-’ jミR二；,]IO万，Zjの処7』：f走力をもつ京京（i一乳） . r~J易が新i没さj℃た． また， 1954jj'.¥rこは京；；（行I＼の｜持肢
j.:fr;Mt玉県戸IE！「iJ~こ i←i 盆 200 石の処〕Ill能力をもっ戸 され， fD\J日ノ！二乳の 111，；~： Jv1 ノdこえ旬、Jr乙し
た． これら新鋭市乳工場の開設にともなt＼江戸川， jll1j[Jj の jll~jlこh乳；J)Jliの機能を1955・1956:;1今に乳製i11
工場へと変えた． さらには八王子工場の市乳処出地設のWt1)Diとともにヲ ihJll, t'11:i：~JI l工場が新設・拡
充され，干n手Lr'flW］が強化されることになった（第 6l~l). 
ヅ）， ~寄り）く乳業 57l では［lJI¥, 横浜工場等の1JL7f.にか1えJ 新宿， 来店 C~~~ f!il I；＜：奥戸）， 多j中J：場がそ
れぞれ1951, 1957, J966jj三新；；交され， m・乳処Jlvこあたった． また， ~t{f1J:]iきを／1~J:m:vこ発展を）~！うごた吉正｜］
乳業GS)fi, 1953ji~－ !fl~· ・1：乳株式会社を吸収合併する形で京京市乳界に進出し，グ］＇； .:j~J の京）；：：二r:J£；を j提lr色
ク・j!f;'.[, 1止戸， 日野の）二i'T乳工場を，それぞれ1959, 1961, 1963年に新 i没して京J;\11J乳 Yr~に不動の地
位を築いた． これら三大乳業会社の京京ii乳工場に加え， t1{lJT乳業，山梨乳業なと片山市からのプラン
ト，協同乳業，小お＋Iニ牛乳， グリコ協同乳業等のiI i小乳業会社の京京Tli乳工場が，京J;r：日I＼とその周辺
に設立され，者1;1J氏に立大m牛乳を供給しているのである．
以上のように，各乳業会社vil955年以降，大出i東京を 1nt¥1fとして点J;i:1li乳工場の新設・位。li'.J広
充をli<Iってきた．つまり，各社はru:rn牛乳の先lI i生jm方式を採JT］したのである． しかし， J]iL；主のよう
な多数の市乳工場の1JrWI設には，それらのTli乳工場で処理される生乳の刊一保がTli犯とされる．加速j支
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！’l~Hこ :lf/}Jll した iii乳原料のMi ｛~~vJ, E如来的政J白j或の先約化，および東京集乳l~l の ~~IMJ的j広大によって可
能となる．京五i；集手LRil の itk!J化と拡大は，酪民地j或における：J;N~乳工場のj設能変化とクーラー・ステー
ションの新設となってあらわれた
b ）’'l~~乳J:J&jの機能変化
T)if述のごとく 1｛！万で独1i1'守地粧を築いていた森永煉乳二 戦前の日 tM*:H，不二家食，1~11,
ri11~ ：w食！？！などの lI l小乳 UbU1i11会社に｝JI! え，戦後i沼市東部市Pi＇~ 69），仁1~1ilf食，w，工業，静岡雪印乳業などの市
乳工場の炭！万！とともに，先乳況が少なくなり， 1954年から煉乳生産を「il J二した．現在， --1] 3ラOOOkg
の乳~jl: を森永系の清水乳業（清水m－）にj去るクーラー・ステーションとなっている．つまり，伊豆ffi
N：産業手n合の t~ilt1'1!W で·Jl~J;c集乳 lを！に編入されていたかつての煉乳地域は，現在東京築乳i担と無関係に
なっているのである
←一－ブ7’1951~I＇－，玄t房の統1h1J 会主！；で、あつた iliJJ 日乳業との合併によつて明治乳業の所．告：となつた 10):1一l一i
白：；ILi, J；沌!I’主主主のH＊乳工場のうち，現在まで針f乳生産を行っているのは，主基工場のみとなっ
た．戦前からクーラー・ステーションの役割を担っていた勝山工場に加え， fWLI工場は1954年から，
i二沌Il..工場は1958jT'ー からその機能をクーラー・ステーションへと変えた．戦後，森永乳業，協同乳業
手がクーラー・ステーションを設立してこの地域に進出したことが， これら煉乳工場の機能変化を促
すー比iになったと考えられる
これら煉乳業が発注した先進的的民地岐に加え，東京集乳i盟内の煉乳工場は平塚，寄｝百，前矯，
i幾宇に設立されていた．寄店の森永乳業埼玉－工場は余乳を処理する乳製1'f1＿工場で、あったので，当初よ
りクーラー・ステーションの役割をmっていたが， 1957年森永乳業東京工場の稼働とともに，その機
能を本J私的にクーラー・ステーションに変えた．また，前橋の関東製酪株式会社は， 1950i:j三市乳処理
を開始するーブ）， カノレピス食，1~1，，明治乳業と舵携して生乳を~｛It英 mr，戸田橋工場にjぎるなどその機能
を多段化している 70)－一方，守iLi乳業の那須工場 c~~＼ 1設）は，平塚工場の市乳部門の拡大とともに，
工場を閉鎖し1957王子よりクーラー・ステーションとなった（第6図参照）．
以上のように煉乳工場からクーラー・ステーションへの機能変化は，その地域が力I！工原料乳地域か
ら飲rn牛乳の ~l:.fJ(j世j或へ移行したこと，つまり京京集乳閤に編入されたことを意味する．かくて，三
寄J2＇：－，那須等では，；≪：仏、煙突景観に特徴のある！ El煉乳工場の一角で，酪農業協同組合がクーラー
．ステーションの機能である生乳の朱・送乳事業を行っている様相がみられる
c）クーラー・ステーションの族生
l 954~T'ーの酪Jj~振興法にともなう集約書自民地域の指定は，乳業会社にとっても大きな関心事であっ
た． というのは，その1t1心工場に指定されると，工場の整的資金の融資の道が抗日￥れるとともに， こ
れから発｝兵しようとしている胎民j出j或の集乳JU!!iJ.fを？i在｛!ti:することができるからである il). 1955年前後
の！！与J(Jに大子乳業会主l：による地方の仁｜！小乳業会社の系列化と先乳地盤の存分割が進展したのは，その
結果である．雪印乳業の東京市乳界への進出はその象徴的出 とt、えよう
一一般に， クーラー・ステーションは取引相手の乳業会社以外の働きかけ（組合員の－~m~にお乳仰を
ぷす）によって酪民業協同組合が分裂した場子L あるいはクーラー・ステーションの処理能力を込？え
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る乳量がその集乳！丈JW( 内で~U~it された1必合に新設される. 1：引；I~ 見京市部では，りl/;t五四iH!l:業協 lfi'J組合辿
合会から分裂した群馬中央酪J＆業協同組合，万七千平日時民業協同紹介のクーラー・ステーションが TliTZi・ 
の，いわば集乳地盤の分割の例であり，亦妓v~fi Jill，京 Lminil~業協同組合， ~l干馬県経済Jili のクーラー・
ステーションはj走者の例である．また，支Y91-JIヲ1/feのクーラー・ステーションは組合員の｛史＇ H：をはか
り，集乳経費の節減のために設立されたものであるが，お GI却に示したように！すご［rif¥J}k＊協同組合，
児玉 lrl~illi討さ業協同組合，栃木県的民業協同組合，三不Iii開決業協同組合などのように，一一つの酪民業協
同組合が2つ以上のクーラー・ステーションを持つ場合は，全てこの形態であるといえよう
集約酪i辺地j:il(の指7ζから不）L_払し、1J;lj）支が実施されるまでの約1osr11¥J，乳業各社は乳代のプレミアム
としての多玖育奨励金を支払い，専業脱出家の育成をはかるとともに， nil絡先乳所の新設やJ;tずとを援
助し，朱手LHid按 CH~能 l~l力障住民j白JW(）の控的をはかった．多可（ fr奨励金v土 Sjφ－ IMJ 100 :ri以J二の牛乳生産ご告
に対しと)tjI下薄型て、支払われたため，間訂正家の1;r！自分解が生じた．つまり，｛l'-1¥J100 l i以上の牛乳生
jzif者は益々その規模をj広大する一方， 100 ~jに注しない船出家は鋭校拡大して多可［ffy~励金を得る
か，酪法 i'.fl\門以外へ労働力を振り 1t•J けるかという選択を迫られたのである 72l＿しかし多可ifY を；止、山
する酪農家の乳牛頭数は，酪Jlさから時ff:Jj~（する民家の乳 ！ 1~頭数をはるかに上Jiii る述伎で·Jf刊II したため，
クーラー・ステーションに柴まる
こそ‘そこ さ;hている
立を可能にしたものである．
し統けた．このクーラー・ステーションの立；手Lli＼：のWIJ1 
の支所11:;tL~ として，多数のクーラー・ステーションの；；生
百むすび
これまで， U、前向定した1970年の東京集乳！却になるまでの， :fiI京立ミ乳i視の拡大過程一－：を／十字L1卒業の地
域的展！？！？を基軸に機能的語自民地域の形成との関連で分析してきた．そのおIf)l~＇東京集乳｜習におけ』る午
乳産業の発展段階は，ほぼ六期に区分された．第IVJ{:JJを i徐包京京集乳！を！の~；~l"0¥J 1'J~J ill~大過程を代表i均
年代をもって示したのが，第 71~である．それぞれの時期の料徴は以下のようである．
明治中期までの第 IjtJ30年i間 (1870～1899）は， ijc：乳産業の全椛1tz:r；－であった搾乳業者が族生した
とはL，、え，その多くが市街地の内部および縁辺部に分布してし、たので，東江集乳i惑は東京のl[i内に
限定されてt、た
しかし 1900年発布の牛乳取締規則が施行されるに及ひ＼牛乳産業に）JIT芽！？守分業が生じた． つま
り，搾乳業者は不徹底ではあるが，牛乳処HI業者とそこに牛乳を供給する乳牛専用牧場とに分化した
のである．！日市街から放射する道路に沿って遠心的移動を行ったこれら専JTj牧場を中心に，東京近郊
北笠島， 1(1.£的jの4君fl）では常に 6,000～7, 000 yj'［の乳牛が飼育され，わが国取大の
牛乳生産地となっていた． したがって，明治後期から大正末期（1900～1925）までの京五I先乳1¥!:1は，
京京の新市j或＠HK部）まで、；j立大していたのである． また， この第五 WJは搾乳業者の預託を通じ， :u~
の関係）JT!lUil が東京の近郊村ばかりでなく， :flji 京川県火；’fll，りI ｝~）~ 半島，
どにも及んでいた．
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東京集乳聞における乳業施設の機能とその変化
資料：各社乳業史および酪農業協同組合，
第 6図
ミルクプラントの設立を必須のものとした
1927年の牛託取締脱出jの改正は，搾乳業者をi二
乳処理E業者（ミルクプラント）と午乳生産二古で
ある乳牛牧場とに徹底的に分断させた．搾乳業
系出のミノレクプラントとたi1ひ、ついたこれら乳／！？
J;lj:Jfj牧場jは， }JD；〔のTlifJ引自の外延l'i'JL；大ととも
に千~ti与しの TliJll, JiH1喬， 八千代司1をはじめ， J~.［ 
二iヒ多j挙？ii~，横浜市等まで務ii反したので，
従来 ~fl:v.の束京集乳i空！（第 1 次供給i主I）は空間的
にかなり1J＼大した．これに乳牛のfi'.j託j世J!j),(から
牛乳の生産地域となった神奈川県央部，煉乳工
場や産業組合を通じ東京の菓子資本系市乳二l：場
やミルクプラントに生乳を移wするようになっ
！？：！方が包摂され， 新しい東京集乳｜を！
（第2次供給｜剖）が形成された． これが 3 第日
Wl (1ヲ26～1938）に当たり，戦fiTの東京集手し！き｜
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一一一－ 1890（明治23i手）
50km 
?
??
?
?
??
〈?
?? ?
?
?
第 7函 東京集乳聞の空間的拡大
のピークを迎えたのである．この束京集乳i務の
拡大は，鉄道やトラックという新しい交通機関の発達によるところが大きい．
しかし戦時色の深化とともに農業の重点が食糧生産に移った．また， 1939'.ij三酪度調整法が公布さ
れ，牛乳から航空機HI接若斉IJの ！I！~ ~q.であるカゼイン等の乳製品を製造するため，市乳部門が統制され
た．つまり，牛乳産業の地域ブロック化が進み，東京集乳！芸iが縮小された．この牛乳産業の統制期は
戦後しばらく続L、た（第W却］ : 1939～1947'.ij三）．
gr~ 2次大戦後の混乱期jが過ぎると大都市東京への人仁i集中，食生活の欧風化に支えら
の；Li"'I大は，民地改革，民：業団体の改編と相まって農村に酪農を広範に普及させた．その結果，第E期
に点 l~l江同地的であった牛乳生産地が国的に拡大した．「日本経済地図」73）によれば， 1951'.i:j三の東京集
乳l菩！は立1京， :flj！奈Jl,%［ヨL 千葉はもちろん， 1-坊さ県東自1まで拡大してl、たことが認められる．さら
に， 1959年までには鮮p~，栃木，？3~Jffi:V誌のかなりの部分が東京集乳！習に編入されていた． したがっ
て，酪j誌が本格的に展開した第VJl)J(1948～1959）は，東京集乳i習の外延的拡大とともに内部的充1狸
の｜時期といえる
それ以後1970年＇ JJ~tE までの第VWJJ は， tHVJtJJ の傾向を－－ Jw強化したため，東京集乳i潤は関東j也方は
もちろん，静岡県御殿場地区， IL／梨県甲府盆地，長野県佐久地方，南島県南部まで及んだ．この I寺
WJ，乳業会社は飲rn 牛乳の1r~a'.m1円増大に備え，東京市乳工場の拡充・新設を図る
する一方，生乳生産地をTifi保するためクーラー・ステーションの設置警捜乳工場の機能変化を押し進
めた．また， このjtJは民林省の集約酪農地域指定の効果が現れ，東京集乳j習における北関東の地｛立が
高まるとともに多頭育断農が進展し自斉捜部門が決業経？？？の仁i←：1，むとなった時期でもある．
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本稿は1975年東京教育大学に提出した学位；m-:sJt論文；「東京民乳間におしナる酪農地域のす翌日ご＼Jj1i):＿；誌にl共iずるj山m
学的研究Jの第：n字を骨子としたものである．指導教官故尾山川I：玉！？刈受をはじめ， JU本Jf三現筑波大学教授
および当時：の東京教育大学の先生方に感謝し、たします．また，そのill~：!Jgは1977--;I三人文j出)Jjl＿学会！ト1J°)Jlj発去で報告
した7.1)＿資料蒐i；に｜探しては多ノ数の乳業会主i；，乳業団体，問主操業協同期l.{1，郎農家関係者から多大のご協力を
頂いた．なお，本稿をまとめるのに際し， 1986年N~i~学術焚：励金「東京集乳i引における Mi農地j戒の空IMJ11WJiliの
変化」の一部を使月3した さらに，製lヌ！は本学：の＇rX:JJZ5fl人および小1時四郎氏にお臨（1,、した．ここにおIl：誌にな
った全ての方々の名前を挙げる紙数はないが，記して感；謝1lしとげる
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Expansion Processes of the Tokyo Metro po Iitan Milkshed 
Isao SAITO 
One of the new business appeared after the Meiji Restoration was the m日k industry. It 
historically consisted of urban dairiεs, milk bottling plants and clistributers, creameries and 
dairy farmers. Analyzing the regional developn1ent of milk industries with special reference to 
functional daily regions, the auther distinguished six stages in the expansion processes of the 
Tokyo metropolitan milkshed. Each stage has the follov.,1ing characteristics. 
Urban dairy was the only component of mill王 industry in the first stage (1870-1899). 
Some urban dairies appeared with in the bult-up area of Tokyo-shi in 1870 and increased in 
number there after. They kept imported dairy cows and di仁lmilking and marketing fluid mill王
to the upper class citizens. Thus, the milkshed was restricted wit1-1in the built-up area of 
Tokyo shi as is rerコresentedin Figure 1. 
Coming into force the act regulating of cow keeping and fluid milk marketing in 1900》
urban dairies began to shift their location gradually to the outskirts of built-up areas along the 
main roads radiating from the urban center. Then, six or seven thousand dairy cows were 
kept in the suburbs of Tokyo, the largest milk producing area in Japan. Urban dairies entrus 
ted their cows to the farmers in climatically favorable areas such as central part of Kangawa 
Prefecture, the Izu and Boso Peninsulas, and the lzu Islands during heifers and noローractation
periods. Thus the milkshed in the second stage (1900-1925) expanded to the suburban areas 
of Tokyo and the associated area extended to the southern part of Tokyo through the trust 
of cows. 
Complete separatioa of urban dairies into milk bottling plants and milk producers named 
"Bokujo”tool王 placeby the re五nementof the regulation act on the fluid milk in 1927. It 
became necessary to market the fluid milk after pasteurisation at the milk (bottling) plant. 
A number of urban dairies shifted to the suburban areas such as Ichikawa, Funabashi, Yachiyo 
in Chiba Prefecture, and turned to specialized dairy farmers. They continued to send their 
n1ilk to the milk plants for a long period of time. On the other hand, there emerged new n1il王
producing areas in the central part of Kanagawa Prefecture, where entrusted cows of urban 
dairies were once kept, and in the northern part of the Izu Peninsula and the southern part 
of Boso Peninsula, where milk from farmers was once manufactured into condensed milk 
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because of the substantial distance from Tokyo. In these areas milk processing plants and 
dairy farmers' organizations shipped constantly their milk to mill王bottlingplants in Tokyo by 
train and truck. Therefore, Tokyo's milkshed expanded considerably in the third stage (1929-
1938) as indicated in Figuire 4. 
As agricultur・alproduction focussed on staple crops and almost al products were controlled 
by the government during World War I, the mill王 industrywas also forced locally to produce 
kasein and other dairy pr・oducts. Accordingly, the Tokyo mill王shed contracted with the 
development of bloc economies by local cities in the fourth stage (1939-1947). 
Recovery of Japanese economy, accompanied by the urban population gr・owth and the 
westernization of livelihood, produced the increasing demand for fluid milk. Prevalence of 
democracy such as land reform, establishment of agricultural co operatives and so on also 
helped to spread the dairy farming extensively in rural areas. Especially, eight intensive 
dairy areas in Kita-Kanto were designated by the government in 1955-1958. Dairy cows were 
kept by farmers as an enterprise of their multiple managements. Until 1959 the considerable 
part of Gunma, Tochigi, Ibaraki and Yamanashi as well as Kanagawa, Saitama and Chiba 
Prefectures 1-1ad been brought into the Tokyo metropolitan milkshed in the日th stage (1948-
1959) 
In the six stage from 1960 to 1970 the Tokyo metropolitan milkshed was reinforced with 
internal replenishment of dairy farming and outward expansion. Namely, the southern part of 
Ful日1shirnaPrefecture and the eastern part of Nagano and Yamanashi Prefectures as well as 
the Kan to cl istrict becan1e included into the milkshed. D:::iry farmers specialized their manage-
ment more and more to m日kproduction, while main dairy regions shifted from Minami Kan to 
to Kita Kanto. With the increased demand for fluid milk big manufacturers of daily products 
established and enlarged milk bottling plants in the suburbs of Tokyo, transferred the function 
from crearnaries to cooler station in old dairy regions, and constructed a number of cooler 
(cold) stations in new dairy regions in order to gather raw fluid milk. 
The expansion processes of the Tokyo metropolitan milkshed is comprehensively sum叩
merized m Fuguire 7 except the fourth stage. 
